




要約:前年度に引き続き、超音波検査によって妊娠週数が確認されている極低出生体重児

を対象に、New Ballard Score(1991)を用いて成熟度の評価を行い、極低出生体重児での

精度およぴ神経学的所見を除いた身体外表所見のみでの評価が可能かどうかを検討した。

Total Score(神経学的所見十身体外表所見) では 68.5%が±1 週以内、92.2%が±2 週以内

の差で判定され、在胎週数が短い例でも overestimate する傾向は認められなかった。身

体外表所見のみ(6 項目)でも比較的良好な相関(r=0.92, p<0.05)が得られ、その非侵襲性

および簡便性から実用に供しうると考えられたが、一部の項目の再現性に問題が残されて

おり、さらに検討が必要である。


